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県立高校改革推進計画後期実施計画に基づき平成 20年 4月 に開

校する、新しいタイプの高校 9校 (下表)の 設置目的や基本的コン

セプ ト、具体的な教育内容等を示す「新校設置計画」を策定 しました。

冊子を各中学校 ・高校等に送付するとともに県のホームページに掲

載しましたので、中学校の進路指導や進路相談等にご活用ください。

(※)再 編対象校が2校 記載されている学校は、再編統合により、左に記載した学校の敷地 ・校舎を活用して設置。 (教育政策課)
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秦野方面総合学科高校 (全日制)

[秦野南が丘高校 ・大秦野高校]

生涯にわたり学習する態度を身につけるため、教育機関や福祉施設等との連携を

図りながら、生涯スポーツ、福祉、情報などの教育内容を提供

秦野方面総合学科高校 (牢時制)
[秦野南|が丘高校|1大秦野高校] 象霧舗3言誤轟蘇読碁38象獣毅縣言響言|ザ準1ギ「
小田原方面総合ビジネス高校

[小田原城東高校 ・湯河原高校]
自己学習力の育成を重視し、チヤレンジシ∃ップをはじめとする体験活動などの

教育内容を通じ、ビジネスに対する望ましい心構えを育成

横浜南方面国際情報高校‐
[六ツ川高校 :外語短期大学付属高校] 否〒雷預璽蓼警霊鶴劣1槽轟霧踏籠発着各滉|1警FI零甲1国弯T警警:‐1
横須賀方面海洋科学高校

[三崎水産高校]

環境、工学、技術、文化など海洋を多角的にとらえた幅広い教育内容を提供する

とともに、船舶運行などに係る専門的な資格取得にも対応

横須賀方面集合型専F尋高校
[久里浜高校 ・岩戸高校]

国際科1響撞輯富憲募臭羞電,奄議鍮量甲寧喜雪彎興饉∬恙
科間の関連奮甲ると

相模原方面集合型専門高校

[弥栄東高校・弥栄西高校]※両校の敷地.校舎を活用

国際科、芸術科、スポーツ科学科、理数科を設置し、学科間の関連を図るととも

に、普通科目を充実させ、多様な進路に対応する教育を展開

横浜泉方面通信制新タイプ高校|  |‐
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県教育委員会では、県立高校生等へ 「かながわ高校生チャレンジボラン

ティアパスポー ト」を配付 していることから、次の機関を、パスポー トを

利用してボランティア活動を行う地域拠点となる 「地域ボランティアエア

ポー ト」として位置付け、県内の高校生のボランティア活動を様々な形で

支援していただくこととしました。

高校生ボランティアセンター (愛称 friends)と併せて、高校生への周

知及び利用の促進を図るようお願いします。

≪斗晰菅譲1瀕翌』の運用開始
11月 1日 から、県立学校に在籍する児童 ・生徒を対象

とした 「児童 ・生徒支援ネットシステム」がスター トしま

した。

「児童 ・生徒支援ネットシステム」とは、非行防止、犯

罪被害防止及び健全育成を図ることを目的に、学校と警察

が相互に児童 。生徒の個人情報を提供 して、学校、家庭、

警察が一体となつた支援 ・指導を行うものです。

違法行為を繰り返している事案や犯罪被害に遭うおそれ

がある事案などについて、警察と連携 して、非行の悪化や

被害の発生を未然に防ぎ、早い段階での立ち直りや学校復

帰に向けたより効果的な支援 ・指導を行います。教職員の

皆様には、本制度の趣旨をご理解いただき、個人情報保護

に配慮した適正な運用をお願いいたします。

なお、本制度に関する協定書や実施要領などについては

ホームページで公開しています。

詳細は県の HP「高校教育」「かながわ高校生チャレンジボランティア」

に、「地域ボランティアエアポート」として掲載しています。
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『新委員長と新委員」の紹介
県教育委員会は、10月 18日の教育委員会臨時会において、委員長に平

出彦仁委員を選任し、委員長職務代理者に岡田伸浩委員を選任しました。
平出委員の委員長としての任期は、10月 19日から平成 19年 10月 18日
までです8ま た、これに先立ち、知事は、10月 13日に任期満了となった
内藤昌孝委員に代わり、10月 14日付けで渡邊美樹氏を任命しました。

引き続 き重責を担 うことになりました。以下、一言ごあいさつかたがた
お願いいたします。それは、昨年から取組んでいる「かながわの教育ビジョ
ン (仮称)」づ くりについてです。現在、その策定基本方針案 と骨子案 と
が出来上が り、今後 はその内容 をもとに様 々な立場の方 々と議論 を展
開 してい く予定です。

そ して、12月 には素案、来春 2月 には最終案を作成 し、それに対する
パブリックコメントなどを経て、県民すべてが共有 ・共感できる神奈川ら
しい教育ビジョンを策定 し終わるというタイムスケジュールで進めてきて
います。従って、これからでも遅 くあ りません。出来るだけ早い段階に、
日頃から子 どもと接 している教職員の皆さんの現場サイ ドからのご意見、
ご提案など多数お聞かせ頂けたらたいへん有難いことと思っています。何
よりも次世代を担 う子 どものために、そしてその子 どもたちの多 くの保護
者のためにも、ご協力のほど願って止みません。

(わたなべ みき)氏 の略歴 :1959年生まれ。
82年、明治大学商学部を卒業。
ワタミ株式会社代表取締役社長 ・CEO、 「学校法人
郁文館夢学園J理 事長、「医療法人 盈進会病院」の
会長、NPO「 スクール・エイド・ジャパンJ理 事長、
日本経団連 理事。2006年 10月 神奈川県教育委員
ならびに政府 ・教育再生会議メンバー就任

私には、教育に「競争原理の導入」と、「大学入試ではなく大学卒業をゴー
ルにした仕組みの確立Jと いう持論があります。適正な仕組みづくりをし
て、そうしたことを実現させていけば、日本の教育は必ず再生すると考え
ています。神奈川県から日本の教育を変えていきたい。そんな思いで委員

¬
>『派 遣 体 験 研 修 者 か らの 中 間 レポ ー ト」

派遣体験研修は、教員が 1年 間にわた り民間企業

等で実際の業務を体験することで、幅広い視野や

豊かな社会性 を体得することを目的に平成 8年 度
より実施 しています。平成 18年度は民間企業、社

会福祉施設及び公益法人等において、54名 の教員
が研修に取 り組んでいます

日産自動車欄人事部 保土ヶ谷高等学校
牛田直子教諭(派遣期間:平成18年4月～平成19年3月)

六本木ヒルズでの新採用者研修か ら派遣体験研修が

始 まった。新卒社員たちの若 さとエネルギーに圧倒さ

れ、中途採用者の方たちの、若いなが らも落ち着いた

振る舞いに、彼 らが前職の経験か ら多 くを修得 してき
たことを感 じた。新採用の頃か ら私は何か成長 しただ

ろうか、何を失ったのだろうか、教員 として発信でき
るものを何か、今の私は持っているだろうか。 自間を

重ねつつ、研修をうけた。社のブラン ドイメージにつ

いての講義が印象に残っている。ブランドイメージは

なぜ重要なのか、それを核 として社員はどのように貢

献 してい くべ きか。学校における教育 日標の位置づけ
になぞらえ、興味深 く聴講 した。

配属は人事部。最初の仕事は、ゴーン社長出席の会

議運営の補助。ゴーン社長の圧倒的な存在感、聴衆の

理解 レベルの 「分な把握、簡潔で心に響 く話 し方、鮮
やかな時間管理、すべてに感激 した。 日産の技術の第
一人者の方達 とHTlをす る機会にも恵 まれた。創造力
の大切 さを異口同音に語っていらしたことが印象的で

あった。「人事」 とは教育である。勤務管理、研修だけ
でなくそれぞれの資質に生か したキャリアデベロップ
メン トや人事構想を通 し、個の力を高め、社の力を強
めていく大切な役害1を担っていることを知1った。

lヨ本語を母国語 としない方が出席する会議は基本的
に英語で行われる。 日産では Renaultとの提携や多様
性 を大切にする社の方針 もあって様々な国籍の方が働
いてお り、母国l・lに影響 された個性的な英語を使 う方
も多い。 しか し、発音や細かい文法はビジネスの上で

は二の次である。確かな内容を論理的でわか りやす く、

しかも聞 く者が興味を持続できる話 し方ができること

が大切であることを日々の業務で実感 している。

私を温か く迎え、この一年が充実 したものとなるよ

う、細かい配慮 をして下さっているH産 の皆 さんのご

厚意に応え、今後 も主体的に研修を行い、その経験を

私を送 り出して くれた教育現場に生が してい くのが私
のつ とめであろ う。「授業」 とい う

教員に毎 日与えられるプレゼ ンテー

ションの場でこの一年の研修の成果
を生かせるHを 楽 しみにしている。

国産車に乗った牛田教諭

委員長職務代理者

岡田 伸浩
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を受けさせていただきました。よろしくお願いします。 (総務課)
(教職員課)

(ひらいで ひこひと)委 員長の略歴

横浜国立大学教育人間科学部長等を経て、現在
中部大学特任教授。

a:045(210)8034 囲 :045(210)8920 E■ k somu 4001@prefkanagawa.jp 教育局総務課調整 ・情報班まで



シリーズ「かながわの教育ビジョン策定に向けて」③

去る8月 26日、かながわの教育ビジョンづ くりに向けて、これまで続けられてきた県民論

議のまとめとして、かながわ人づ くリフォーラム運営推進委員会から県教育委員会に対 し、教

育ビジヨンに関する24の提言が出されました。

提言を受けた県教育委員会では、この 10月に教育ビジヨンの骨子案を公表 したところです

が、今回は、その骨子案の内容と今後の予定を中心にお女Πらせ します。

骨子案では、昨年 11月の 「かながわ人づくり宣言」を踏まえ、基本理念に 「未来を拓く。創る 。生きる人間

力あふれるかながわの人づくり」を、教育目標に、 3つ の 「めざすべき人間力像Jを 掲げています。

これか らの人づ くりは、県、学校はもとより、地域、家庭、企業、市町村など、様々な人々が役割 と責任を自覚 し、主体的にかかわ り

ながら、協働・連携 して進めることがますます重要になります。教育ビジョンでは、「生涯を通 じた人づ くりの段階Jを 、「就学前の段階 (子L・

幼児期)J、「学校を中心 とした段階 (児童 ・青年期)J、「社会的。経済的に自立した段階 (成人期)J、「豊かな人生を探求する円熟の段階 (高

齢期)」の4期 に分けて、各段階での学習 ・教育のあ り方を見すえながら、様々な人々の人づ くりへのかかわ り方とその取組みの方向性を

図 【8つ の施策の基本方向】

また、施策展開にあたっては、「神奈川力を生か した県

民総 ぐるみの新たな教育の創造」、「学び合いの共同体を生

かした生涯を通 じた人づ くりの推進」、「協働 と信頼に根ざ

した活力ある教育環境づ くり」を3つ の基本方針とし、8つ

の施策の基本方向を示 します。(右図参照)

この骨子案をもとに、さらに、県民の方々と議論を深め、

12月中には、「素案Jを 公表 して、18年度中のビジョン策

定を目指 していく予定です。教職員の皆さんも、提言や骨

子案、素案をご覧になり、今後のかながわのよりよい教育
のあ り方について、ご意見 ・ご提案をお寄せ ください。

詳しくはホームページをご覧 ください。

くかながわの教育
ビジョンに関する提言〉

示していきます。

8牟[」豊長]訪詈異景][薦[象響:彙奮さ'…閻
(3)体験的な学習を通して豊かな人間性や社会性をはぐくむ教育の推進

(4)時代や社会の変化に対応できる豊かな知性を身に付ける教育の充実

(5)個性豊かな次世代の県民づくりを担う指導力の高い教職員の確保 ・育成

(6)子どもが成長する場としての信頼あふれる学校づくり

(7)新たな教育コミュニティを生かした家庭や地域社会との連携による教育の推進

(8)生涯を通じて学び続ける環境づくりと文化芸術 ・スポーツ活動の推進

httpブ/WWW.pref kanagawajp/Odrase/ed_Seisaku/forum/annai htm(教育政策課)
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研究紀要 ・報告書、学習指導案をはじめ、教育放送番組の D∨D

や教育用ソフトウエアなどカリキュラムに関する多くの資料がそ

ろっており、インターネットも利用できます。

月 ・水 ・金、第 2・ 第 4土 曜日 8:3o～ 17:15

火 ・木曜日             8:30-19:15
(祝日 ・12/29～1/3を除く)に 開いています。

カリキュラムに関する相 談・問い合わせに応じます。来所はもと

より、電話や FAX、 Eメ ールでも相談できます。あわせて、講師

の紹介や所員の派遣による支援も行います。

電話による問い合わせ  0466-82-4221(専 用電話)
FAXに よる問い合わせ  0466-84-2040
Eメ ーフレ   kattsen@edu‐ ctr pref kanagawajp

●
教
職
員
の
世
代
交
代
対
策
に
つ
い
て

狐
『
卿
中
神

教社‐▼員‐‐‐
会団‐］
榊
岬
輌

保
‐
て―人確
神
岬
す
い
”
『
』

に
お
い
て
も
試
験
制
度
の
改
善
等
工
決
を
凝
ら
し
た

■
組
が
行
ゎ
れ
て
い
る
が
，
継
続
し
て
‐優
秀
で
魅
力

み
る
人
材
を
確
保
し
て
い
ぐ
た
め
に
は
更
な
る
努
力

が
必
要
で
あ
る
↓
教
員
の
世
代
交
代
の
対
策
と
し
て
、

神
赫
一
り
「
一
慟
「
”

‐‐‐‐
‐
‐‐
後‐‐る一
つ
一一
一

‐‐う‐‐現
「

‐‐
取 ど
“
れ
題
』

ぬ
饉
日
田
図
目
目
Ｕ

本
県
で
は
、
今
後
当
分
の
間
、

教
員
の
大
量
退
職
が
続
く
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の

増
加
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
世
代
の
人
づ
く

り
を
担
う
優
秀
な
教
員
を
数
多
く
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
採
用
試
験
の
制
度
改
正
や
全

国
の
大
学
で
の
説
明
会
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
さ
ら
に
工
夫
し
た
取
組
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
年
度
新
た
に
、
教
員
養
成
機
関
で
あ

る
大
学
と
直
接
連
携
し
た
２
つ
の
取
組
を
行

っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
、
教
員
採
用
試
験
の
小

学
校
区
分
に
お
い
て
全
国
で
初
め
て
導
入
し
た
大
学

推
薦
制
で
あ
り
、
小
学
校
教
諭
第

一
種
免
許
状
が
取

得
可
能
な
全
国
１０８
の
大
学
に
呼
び
か
け
、
学
生
１
名

］̈静・一ををつ頂ぉ̈「一義̈〕̈一『］̈【̈̈
幸

践
力
向
上
事
業
で
あ
り
、
大
学
生
．に
神
奈
川
の
教
育

に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
、
本
県
の
教
員
を

目
指
し
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施
し
た

も
の
で
、
教
員
に
よ
る
模
範
授
業
の
公
開
や
実
践
指

導
を
行
う

「
こ
れ
が
授
業
だ
―
」
な
ど
、
３
つ
の
メ

ニ
ュ
ー
を
県
立
学
校
１８
校
で
実
施
し
、
延
べ
５５
人
の

大
学
生
の
参
加
を
得
た
。
今
後
、
大
学
推
薦
制
の
推

薦
枠
や
、
実
践
力
向
上
事
業
の
実
施
校
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
受
験
年
齢
制
限
の
緩
和
や
、
多
様
な

経
験
を
お
持
ち
の
方
に
よ
り
配
慮
し
た
選
考
方
法
を

検
討
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
み
を
行

い
、
神
奈
川

の
教
育
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（総
務
課
）

研修会の講師に、
いい人はいませんか。

一人ひとりの子 どもに応 じた支援は

どうすればいいのだろう。 「総合的な学習の時間」

の実践例を探 しています。
環境教育について研究を

深めたいと思っています。
道徳の授業をもっと

工夫 したいのですが。
特色づくりの中心になる

人がいるといいのですが。

カリキュラム開発センター カリキュラム・コンサルタント

録  「季刊教育かながわJは 皆さんのより役立つ広報誌をめざしています。皆さんのご意見 。ご感想をお待ちしています。



バ
ン
エ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

・

一・　
　
　
子
供
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

一
●
・　

　

　

一
酒
井
　
は
な

私
は
３
歳
か
ら
水
泳
を
、
４
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
、
そ
し
て
５
歳

か
ら
バ
レ
エ
を
習
い
始
め
ま
し
た
。

今
思
う
と
小
学
校
時
代
は
、
放
課
後
の
す
べ
て
を
こ
の
３
つ
の

習
い
事
に
費
や
し
て
い
て
友
達
と
遊
ぶ
時
間
な
ど
な
い
毎
日
で
し

た
。
で
も
バ
レ
エ
が
大
好
き
で
、
踊
る
こ
と
が
只
た
だ
嬉
し
く
て
、

大
変
だ
と
か
、
辛
い
と
か
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
に
、
素
晴
ら
し
い
先
生
方

・
指
導
者
に
恵
ま
れ
、
楽
し
く
充
実

し
た
６
年
間
で
し
た
。
小
学
校
４
年
生
の
時
の
担
任
の
先
生
の
言

葉
で
、
「置
か
れ
た
環
境
の
中
で
最
善
の
努
力
を
す
る
」
は
、
ず

っ

と
ず

っ
と
私
の
心
の
中
に
あ
る
大
切
な
拠
り
所
で
す
。
先
生
は
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
苦
境
に
あ
れ
ば
い
つ
で
も
先
生
が

天
国
か
ら

「頑
張
れ
」
と
送

っ
て
下
さ
る
エ
ー
ル
を
感
じ
な
が
ら

「置
か
れ
た
環
境
の
中
で
最
善
の
努
力
」
を
と
思
う
の
で
す
。

学
校
時
代
を
通
じ
て
、
個
性
を
大
切
に
し
、
そ
れ
を
伸
ば
す
と

い
う
環
境
を
創

っ
て
下
さ
り
、
「
バ
レ
リ
ー
ナ
に
な
る
」
と
い
う

私
の

一
貫
し
た
夢
を
理
解
し
応
援
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
の
お
蔭

で
今
日
の
私
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
歳
の
時
か
ら
師
事
し
て
い
る
私
の
バ
レ
エ
の
師
匠
は
、

バ
レ
エ
の
師
で
あ
る
と
同
時
に
人
生
の
師
で
も
あ
り
ま
す
。
１２
歳

の
時
で
す
。
大
き
な
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
第

一
位
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
土
日
も
な
く
、
夏
休
み
も
冬
休
み
も
な

く
レ
ツ
ス
ン
に
励
ん
だ
成
果
が
実
り
、
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
す
。
練
習
中
ど
う
し
て
も
出
来
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
本
番
で

は
見
事
に
成
功
、
実
力
以
上
の
踊
り
が
出
来
て
、
「奇
跡
は
起
こ

る
ん
だ
」
と
実
感
し
ま
し
た
。
数
日
後
、
師
匠
か
ら
初
め
て
の
手

紙
が
届

い
た
の
で
す
。
で
」
れ
で
自
惚
れ
た
ら
、
あ
な
た
の
バ
レ

エ
人
生
は
終
わ
り
」
と
い
う
、
忠
告
の
お
手
紙
で
し
た
。
こ
れ
を

機
会
に
も

っ
と
も

っ
と
精
進
し
な
さ
い
と

・
・
・
。
以
来
、
師
匠

に
は
、
バ
レ
エ
の
技
術
は
勿
論
の
こ
と
、
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
と
し

て
の
心
構
え
、
生
き
方
を
お
教
え
頂

い
て
き
ま
し
た
。
尊
敬
し
、

心
か
ら
信
頼
で
き
る
師
匠
と
の
出
会

い
が
、
今
日
の
私
を
創

っ
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
好
き
な
こ
と
で
も

一
つ

の
こ
と
を
続
け
て
い
く
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
バ
レ
エ

に
つ
い
て
言
え
ば
、
終
点
の
な
い
と
云
わ
れ
る
舞
踊
芸
術
に
は
で
」

れ
で
完
成
」
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
練
習
、
体
調
の
維
持
等
々
日
々

の
努
力
に
も
際
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
練
習
を
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
壁
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
で
も
私
は

自
分
の
意
志
で
プ
ロ
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
好
き

な
こ
と
を

「職
業
」
に
出
来
て
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
現
在
の
日
本
で
は
バ
レ
エ
を
踊

っ
て
生
計
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
難
し
く
、
ま
た
踊
る
場
所
、
機
会
も
大

変
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
バ
レ
エ
を
止
め
よ
う
と
思

っ
た
こ
と
は

一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
折
「
バ
レ
エ
を
続
け
て
い
け
る
の
か
Ｌ
将

来
は
？
」
と
不
安
に
な
り
考
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
時
、
い
つ
も
恩
師
の
教
え
を
思

い
出
し

「置
か
れ
た
環

境
で
最
善
を
尽
く
す
」
「
と
に
か
く
努
力
を
続
け
よ
う
」
と
ポ
ジ

テ
イ
ブ
に
、
前
向
き
に
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
で
解
決
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
バ
レ
エ
を
通
し
て
沢
山
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。
バ
レ
エ
に
つ
い
て
は
勿
論
の
こ
と
、
主
役
が
光
り
輝

く
た
め
に
と
舞
台
を
創
る
に
は
な
ん
と
多
く
の
人
々
の
力
が
必
要

か
と
い
う
こ
と
、
出
演
者
以
外
に
も
音
楽
、
指
揮
者
、
振
り
付
け
、

舞
台
装
置
、
照
明
、
衣
裳
等
々
バ
レ
エ
が
総
合
舞
台
芸
術
と
い
わ

れ
る
所
以
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。　
一
人
の
力
で
は
、
為
し
え
な
い

こ
と
な
の
で
す
。
舞
台
に
立

っ
て
舞
う
時
、
こ
の
舞
台
に
係
わ

っ

た
全
て
の
人
々
の
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
観
客
の
皆
様

の
期
待
に
満
ち
た
視
線
を
浴
び
て
、
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
た
時

が
何
よ
り
も
嬉
し
い
、
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
至
福
の
時
で
す
。

蔭
で
支
え
て
く
れ
て
い
る
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
な
い
で
は

お
れ
ま
せ
ん
。
今
あ
る
自
分
は
、
自
分

一
人
の
力
で
は
な
い
と
痛

感
し
ま
す
。
同
時
に
、
夢
の
実
現
に
向
か

っ
て
い
る
中
で
、
道
を

拓
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
下
さ

っ
た
よ
き
指
導
者

・
先
生
方

の
存
在
が
ど
ん
な
に
か
支
え
に
な

っ
て
い
る
か
と
思
う

の
で
す
。

素
晴
ら
し
い
先
生

・
指
導
者
の
方
々
と
の
出
会

い
の
大
切
さ
を
私

は
バ
レ
エ
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

私
は

「夢
」
と

い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。
色
々
な
こ
と
に
興
味

を
持
ち
、
そ
の
色

々
な
こ
と
を
自
分
で
や

っ
て
み
る
。
そ
し
て
、

そ
の
中
か
ら

「
好
き
な
こ
と
」
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
出
来
る
だ

け
早
く
見

つ
け
ら
れ
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
夢

・

目
的
に
向
か

っ
て

一
途
に
邁
進
し
て
下
さ
い
。
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た

時
に
は
、
自
分
を
信
じ
、
め
げ
ず
に
全
て
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
、

未
来
に
向
か

っ
て
羽
ば
た
い
て
下
さ
い
。

「
お
か
れ
た
環
境
の
中
で
最
善
の
努
力
を
す
る
」
で
す
。
努
力

し
た
分
の
幸
せ
が
必
ず
舞
い
降
り
ま
す
か
ら
。

日
困
■
　
日
□

１
９
７
４
年
米
国
シ
ア
ト
ル
生
ま
れ
。
５
歳
か
ら
バ
レ
エ
を
始
め

以
来
畑
佐
俊
明
氏
に
師
事
。

牧
阿
佐
美
バ
レ
ヱ
団
を
経
て
１
９
９
７
年
新
国
立
劇
場
バ
レ

エ
に
参
加
。
開
場
記
念
公
演

「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
を
始
め
、
「白

鳥
の
湖
」
「く
る
み
割
り
人
形
」
「
ジ
ゼ
ル
」
「
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ツ
ト
」
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
「
ド
ン

・
キ
ホ
ー
テ
」
「
マ
ノ
ン
」
等

主
役
を
踊
る
。
１
９
９
８
年
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
新
人
賞
受
賞
。

２
０
０
３
年
神
奈
川
県
文
化
賞
未
来
賞
受
賞
。
現
在
新
国
立
劇
場

登
録
ダ
ン
サ
ー

¨
シ
ニ
ア

・
ソ
リ
ス
ト
。

「くるみ害」り人形」
を踊る酒井さん

通
刊
四
二
三
号
　
□
編
集
／
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
局
総
務
課
　
□
印
刷
／
鎌
田
平
版
印
刷
所
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